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             開 会  午前１０時１０分 

○議長（小松則明君） ただいまの出席議員数は13人であります。定足数に達しておりま

すので、本日の会議は成立いたしました。 

  これより本日の会議を開きます。 

 ―――――――――――――――――― ○ ――――――――――――――――――  

  日程第１ 議案第３２号 平成２８年度大槌町一般会計予算を定めることについて 

  日程第２ 議案第３３号 平成２８年度大槌町国民健康保険特別会計予算を定めるこ 

              とについて 

  日程第３ 議案第３４号 平成２８年度大槌町簡易水道事業特別会計予算を定めるこ 

              とについて 

  日程第４ 議案第３５号 平成２８年度大槌町下水道事業特別会計予算を定めること 

              について 

  日程第５ 議案第３６号 平成２８年度大槌町漁業集落排水処理事業特別会計予算を 

              定めることについて 

  日程第６ 議案第３７号 平成２８年度大槌町介護保険特別会計予算を定めることに 

              ついて 

  日程第７ 議案第３８号 平成２８年度大槌町後期高齢者医療特別会計予算を定める 

              ことについて 

  日程第８ 議案第３９号 平成２８年度大槌町水道事業会計予算を定めることについ 

              て 

○議長（小松則明君） 日程第１、議案第32号平成28年度大槌町一般会計予算を定めるこ

とについてから日程第８、議案第39号平成28年度大槌町水道事業会計予算を定めること

についてまで予算８件について一括議題といたします。 

  お諮りいたします。ただいま議題となっております予算８件については、議員全員に

よる予算特別委員会で審査いたしており、委員長報告を省略し、質疑を終結いたしたい

と思いますが、これに御異議ございませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

○議長（小松則明君） 異議なしと認めます。よって、委員長報告を省略し、質疑は終結

することに決定いたしました。 

  これより予算８件について、順次討論、採決いたします。 
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  日程第１、議案第32号平成28年度大槌町一般会計予算を定めることについて討論に入

ります。（「なし」の声あり）討論を終結いたします。 

  議案第32号平成28年度大槌町一般会計予算を定めることについてを採決いたします。 

  本案は原案のとおりに決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

   （賛成者起立） 

○議長（小松則明君） 起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

  日程第２、議案第33号平成28年度大槌町国民健康保険特別会計予算を定めることにつ

いて討論に入ります。（「なし」の声あり）討論を終結いたします。 

  議案第33号平成28年度大槌町国民健康保険特別会計予算を定めることについてを採決

いたします。 

  本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

   （賛成者起立） 

○議長（小松則明君） 起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

  日程第３、議案第34号平成28年度大槌町簡易水道事業特別会計予算を定めることにつ

いて討論に入ります。（「なし」の声あり）討論を終結いたします。 

  議案第34号平成28年度大槌町簡易水道事業特別会計予算を定めることについてを採決

いたします。 

  本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

   （賛成者起立） 

○議長（小松則明君） 起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

  日程第４、議案第35号平成28年度大槌町下水道事業特別会計予算を定めることについ

て討論に入ります。（「なし」の声あり）討論を終結いたします。 

  議案第35号平成28年度大槌町下水道事業特別会計予算を定めることについてを採決い

たします。 

  本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

   （賛成者起立） 

○議長（小松則明君） 起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されまし
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た。 

  日程第５、議案第36号平成28年度大槌町漁業集落排水処理事業特別会計予算を定める

ことについて討論に入ります。（「なし」の声あり）討論を終結いたします。 

  議案第36号平成28年度大槌町漁業集落排水処理事業特別会計予算を定めることについ

てを採決いたします。 

  本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

   （賛成者起立） 

○議長（小松則明君） 起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

  日程第６、議案第37号平成28年度大槌町介護保険特別会計予算を定めることについて

討論に入ります。（「なし」の声あり）討論を終結いたします。 

  議案第37号平成28年度大槌町介護保険特別会計予算を定めることについて採決いたし

ます。 

  本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

   （賛成者起立） 

○議長（小松則明君） 起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

  日程第７、議案第38号平成28年度大槌町後期高齢者医療特別会計予算を定めることに

ついて討論に入ります。（「なし」の声あり）討論を終結いたします。 

  議案第38号平成28年度大槌町後期高齢者医療特別会計予算を定めることについてを採

決いたします。 

  本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

   （賛成者起立） 

○議長（小松則明君） 起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

  日程第８、議案第39号平成28年度大槌町水道事業会計予算を定めることについて討論

に入ります。（「なし」の声あり）討論を終結いたします。 

  議案第39号平成28年度大槌町水道事業会計予算を定めることについてを採決いたしま

す。 

  本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 
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   （賛成者起立） 

○議長（小松則明君） 起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

  暫時休憩いたします。 

             休  憩       午前１０時１８分 

 ―――――――――――――――――― ○ ――――――――――――――――――  

             再  開       午前１０時３４分 

○議長（小松則明君） 再開いたします。 

  追加議事日程についてお諮りいたします。 

  ただいま議案４件が追加提出されました。会議規則第22条の規定により、これを日程

に追加し、議題といたしたいと思いますが、これに御異議ございませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

○議長（小松則明君） 異議なしと認めます。よって、日程に追加し議題とすることに決

定いたしました。 

 ―――――――――――――――――― ○ ――――――――――――――――――  

  追加日程第 １ 議案第４０号 工事請負契約の締結について 

  追加日程第 ２ 議案第４１号 工事請負契約の締結について 

  追加日程第 ３ 議案第４２号 工事請負契約の締結について 

  追加日程第 ４ 議案第４３号 大槌町沢山地区集会所の管理を行う指定管理者の指 

                 定について 

○議長（小松則明君） 追加日程第１、議案第40号工事請負契約の締結についてから追加

日程第４、議案第43号大槌町沢山地区集会所の管理を行う指定管理者の指定についてま

での４件を一括議題といたします。 

  ただいま議題に供されました議案について、当局からの提案理由の説明を求めます。

総務部長。 

○総務部長（澤舘和彦君） 平成28年第１回大槌町議会定例会における追加議案４件につ

きまして一括で提案理由を申し上げます。 

  議案第40号工事請負契約の締結については、町道小鎚線道路改良工事に関する変更契

約であります。 

  議案第41号工事請負契約の締結については、（仮称）おおつち学園小中一貫教育校建設
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工事に関する変更契約であります。 

  議案第42号工事請負契約の締結については、大槌町浪板地区、吉里吉里地区、赤浜地

区、安渡地区及び小枕・伸松地区ほか第１期工事に関する変更契約であります。 

  議案第43号大槌町沢山地区集会所の管理を行う指定管理者の指定については、平成28

年４月から３年間大槌町沢山地区集会所を指定管理者に管理させるものであります。 

  以上、一括で提案理由を申し上げました。御審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

 ―――――――――――――――――― ○ ――――――――――――――――――  

  追加日程第１ 議案第４０号 工事請負契約の締結について 

○議長（小松則明君） 追加日程第１、議案第40号工事請負契約の締結についてを議題と

いたします。 

  提案理由の説明が終了しておりますので、直ちに内容説明を求めます。復興局長。 

○復興局長（那須 智君） １、契約の目的。町道小鎚線道路改良工事。 

  ２、契約の相手方。岩手県上閉伊郡大槌町小鎚第11地割76番地、株式会社藤原組、代

表取締役 藤原哲男。 

  変更内容は、契約金額を変更するものでございます。変更前の契約金額8,202万6,000

円を973万1,880円減額し、変更後は7,229万4,120円とするものです。 

  次のページをお開きください。 

  １、仮契約は平成28年３月１日に締結してございます。 

  工事の概要について御説明申し上げます。次のページをお願いいたします。 

  変更理由は、平成22年度に実施した詳細設計により発注しましたが、震災後、現地の

利用状況に変化があったことから、組み立て歩道の廃止、落石防護網張りかえを補修に

変更する等設計を見直すことにより工事費を減額し、また舗装工事の作業日程確保に時

間を要したことから11日間の工事延伸を行うものでございます。 

  工事内容について御説明申し上げます。 

  ブロック積みかさ上げ工53平方メートルを現場打ちコンクリート工66メートルに変更。 

  大型ブロック積み工307立方メートルを250平方メートルに変更。 

  組み立て歩道工78メートルをゼロに、のり面吹きつけ工220平方メートルをゼロに、落

石防護網張りかえ工870平方メートルをゼロに、路側防護工242メートルを168メートルに

変更するものでございます。 

  以上、御審議のほどよろしくお願い申し上げます。 
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○議長（小松則明君） 質疑に入ります。阿部俊作君。 

○８番（阿部俊作君） この変更について、この道路の安全等については、防護壁がなく

ても大丈夫なのか。その辺ちょっと教えてください。 

○議長（小松則明君） 復興局長。 

○復興局長（那須 智君） 今回、いわゆる落石防護網の張りかえ工事でございますけれ

ども、既に前に災害防除の中で工事を行っておりまして、その中で張りかえ工事を初め

予定しておりましたが、補修で済むということで、そういったことで工事費の減を図っ

たものでございます。 

○議長（小松則明君） 阿部俊作君。 

○８番（阿部俊作君） わかりました。 

  あと、歩道については、歩道がなくなるというか、そういうことでよろしいんでしょ

うか。 

○議長（小松則明君） 環境整備課長。 

〇環境整備課長（藤原 淳君） 当初、組み立て歩道の設置のほうを計画しておりました

けれども、組み立て歩道の工事等を行う際に、山肌のほうの掘削等を行ってコンクリー

トの吹きつけ等を行った上で、道路の幅員を確保した上で組み立て歩道を設置するとい

う計画をしておりましたけれども、現地を確認したところ、予定していた工事の箇所は、

工事する岩盤のすぐ上は昔の発電所用の水路が通っておりまして、またさらにその上に

はオーバーハングしている大きな岩がありました。それで、当初計画のときは、まだ夏

場とか木の葉っぱとかがあった時期に確認していて、そこの部分がよくわかっていなか

ったということで、後で発注した後に、木の葉等が落ちた後に確認したらばオーバーハ

ングしている大きな岩等があって、施工業者等とその話をしたところ、震災前もその話

があって危険だよという話等をやっていたという経緯があったようでございます。それ

で、そこの工事をしようとすると、震災前にも工事をしていたときに、川向かいのほう

に道路を切り回して、仮設道路を切り回して、現道を通行どめして工事をしていたわけ

ですけれども、また同じようなことをやらなければならないということで、あとは危険

性が伴うということと、あとは工事の計画自体も全体的に見直さなければいけないとい

うことで、再度現在の町道小鎚線の道路の利用状況等を見たときに、車の交通量もそう

ですけれども、あとは小鎚小学校等も閉校されて児童生徒の登校で使われる見込みとい

うのが今はもうなくなってきているところ等も鑑みて、歩道の設置は今回はやめたとい



 211 

う経緯でございます。 

○議長（小松則明君） 金﨑悟朗君。 

〇11番（金﨑悟朗君） 私もこの歩道についてお伺いします。 

  課長、子供たちがいなくなったから歩道は要らないとか、そういう答弁では町民に対

してちょっとうまくないと思いますけれどもね。子供がいないから歩道をつくらないと

かそういう答弁でなく、答弁ならもう少しきちっと考えてみてください。 

  私もその歩道は途中までついているからつくものだと思って、これで廃止ということ

になったので私も手を挙げようと思ったら阿部議員からあったら。この歩道は廃止とい

っても、きちっと車道と歩道の部分はある程度わかるような感じにしないと、後々まで

尾を引くんじゃないかなと。やっぱり発言には注意してください。 

○議長（小松則明君） 環境整備課長。 

〇環境整備課長（藤原 淳君） 今回の道路改良でそこの道路を施工する際には、車道の

部分は車道の部分、そのほかに路側帯はつくるんですけれども、なるべくその路側帯の

ほうを確保しつつ、通行する際には安全に配慮した形で施工するという形をとるという

ことにしております。 

○議長（小松則明君） 金﨑悟朗君。 

〇11番（金﨑悟朗君） わかります。今、前にも及川委員が言いましたけれども、このテ

レビ中継を小鎚方面はみんな見ているんだよ。あんたは出身も自分のことを考えたら、

子供がいなくなったから歩道はどうのこうのと、そういうことは絶対言わないように。

同じ地域の人間として、やっぱりうまくないんじゃないかなと思いますので、まずきち

っとその辺は、歩道と車道の分についてはわかるような説明をしながら工事をやってい

ただきたい。 

○議長（小松則明君） 阿部三平君。 

〇５番（阿部三平君） この落石防護の網。これは補修で、何か下から見ると怪しそうな

ところもあるんだけれども、補修で大丈夫でしょうか。よろしくお願いします。 

○議長（小松則明君） 環境整備課長。 

〇環境整備課長（藤原 淳君） 今回施工するに当たって、その現場の状況等を確認して、

補修で大丈夫ということで、今回補修に切りかえたという経緯でございます。 

○議長（小松則明君） 阿部三平君。 

〇５番（阿部三平君） 結論とすれば、問題なければそれにこしたことはないんだけれど
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も、それでいいのであればひとつよろしくお願いします。 

○議長（小松則明君） 及川 伸君。 

〇10番（及川 伸君） 結局、この議案がここで通ることによって、ここで変更理由で書

いてありますとおり11日間の工期延長を行うものですということで、結局その工期はど

ういうふうになるんですか。 

○議長（小松則明君） 環境整備課長。 

〇環境整備課長（藤原 淳君） 工期については、現在のところ３月17日ということで、

それから11日延ばして、工期は３月28日までということにしております。 

○議長（小松則明君） 環境整備課長、図面では歩道というものは確保されるのかという

部分に対しての討論がちゃんとなっておりませんので、あるのかないのかというものにつ

いて、図面上でお答えください。復興局長。 

○復興局長（那須 智君） 今回図面を平面図とそれから標準断面図を添付してございま

す。その中で、変更前の中では1.78メートルの歩道を設置するということで設計してござ

います。1.75メートルで設計してございます。その中で、コンクリート吹きつけ工をして、

山側を削って、その分を組み立て歩道とプラスしてつくるということでしたが、今言った

ようにそれに対して非常に工事費が増額するという中で、工事費、費用対効果を考えた場

合、この山側を削ることをやめて、その分ちょっと確かに歩道というものはなくなるんで

すが、1.05メートル確保するということで今回は変更させて、その分の工事の延長の延伸

を図ったということでございます。よろしく御理解のほどを、よろしくお願い申し上げま

す。 

○議長（小松則明君） 町長。 

〇町長（平野公三君） 金﨑悟朗議員のお話の中でありましたとおり、環境整備課長の不

適切な言葉があったということで、私も承知しながら、きちんとこの答弁につきましては、

誤解のないようにきちんと説明させるように、これから準備いたします。大変申しわけご

ざいませんでした。 

○議長（小松則明君） 質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。（「なし」の声あり）討論を終結いたします。 

  これより議案第40号工事請負契約の締結についてを採決いたします。 

  本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

   （賛成者起立） 
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○議長（小松則明君） 起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

 ―――――――――――――――――― ○ ――――――――――――――――――  

  追加日程第２ 議案第４１号 工事請負契約の締結について 

○議長（小松則明君） 追加日程第２、議案第41号工事請負契約の締結についてを議題と

いたします。 

  提案理由の説明が終了しておりますので、直ちに内容説明を求めます。教育部長。 

〇教育部長（阿部幸一郎君） 議案第41号工事請負契約の締結について御説明申し上げま

す。 

  １、契約の目的。（仮称）おおつち学園小中一貫教育校建設工事。 

  ２、契約の相手方。宮城県仙台市青葉区一番町四丁目７番17号、株式会社錢高組東北

支店、執行役員支店長 木村匠一郎。 

  ３、変更の内容は、契約金額変更前53億8,704万円を54億5,009万6,094円に変更するも

のでございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  仮契約締結年月日は、平成28年３月３日。 

  工事概要は別紙参考資料をごらんくさい。 

  変更の主な内容につきましては、今回建設工事に当たっては、その都度設計監督者及

び請負者、学校関係者と協議を行いながら調整を行っておりますが、今回は項目の追加

及び数量の増減による調整及び労働者確保に要する共通費の実績変更に伴う調整でござ

います。 

  以上でございます。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（小松則明君） 質疑に入ります。（「なし」の声あり）質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。（「なし」の声あり）討論を終結いたします。 

  これより議案第41号工事請負契約の締結についてを採決いたします。 

  本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

   （賛成者起立） 

○議長（小松則明君） 起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

 ―――――――――――――――――― ○ ――――――――――――――――――  
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  追加日程第３ 議案第４２号 工事請負契約の締結について 

○議長（小松則明君） 追加日程第３、議案第42号工事請負契約の締結についてを議題と

いたします。 

  提案理由の説明が終了しておりますので、直ちに内容説明を求めます。復興局長。 

○復興局長（那須 智君） １、契約の目的。大槌町浪板地区、吉里吉里地区、赤浜地区、

安渡地区及び小枕・伸松地区ほか第１期工事。 

  ２、契約の相手方。前田・日本国土・日特・パスコ・応用地質大槌町浪板地区、吉里

吉里地区、赤浜地区、安渡地区及び小枕・伸松地区ほか復興整備事業共同企業体。共同

企業体代表者、宮城県仙台市青葉区二日町４番11号、前田建設工業株式会社東北支店、

執行役員支店長 青木敏久。 

  変更内容は、契約金額の変更でございます。変更前の189億5,526万660円を22億5,161

万5,020円増額して、212億687万5,180円とするものでございます。 

  次のページをお開きください。 

  仮契約は平成28年３月10日に締結してございます。 

  参考資料をお開きください。 

  変更理由、詳細設計が完了した一部事業について設計変更を反映した事業費の変更及

び各事業共通経費等の変更契約を実施するものでございます。変更内容については、そ

れぞれの地区ごとに増減の内訳を記載してございます。 

  以上、御審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（小松則明君） 質疑に入ります。阿部俊作君。 

○８番（阿部俊作君） この工事について、何度か工事をやって、やり直し、やり直しと

いう話も聞いたのですが、最初の設計と変わりましたとなりましたけれども、これはち

ょっと最初の土壌なりまちづくりの設計、ちょっと不備があったんじゃないですかとい

う疑問をちょっと持ったのですけれども、その辺どうなんでしょう。 

○議長（小松則明君） 復興推進課長。 

〇復興推進課長（中野智洋君） 今回の変更については、各地区の詳細設計が仕上がった

ところについてクローズをかけるといったことが主な内容であります。 

  それで、変更の理由ですけれども、もともとは土羽仕上げ等で１次造成ないし２次造

成をするというふうに考えていたものを、宅地の面積を確保するために擁壁工事等が追

加になっていると。それで、擁壁を設置するに当たっては地盤改良等も必要になってき
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たので変更しているといった内容になっております。 

○議長（小松則明君） 東梅 守君。 

〇７番（東梅 守君） 質問します。 

  詳細設計が完了した一部事業についてというふうに文言もあるとおり、その変更都度

に増額が予想されるわけなんですけれども、正直今回も十数％の変更が出ているわけで

すね。それで、この設計をする段階で、最初からこのまちづくりをどうやっていくのか

というのはおおよそのところでやって、その後に詳細設計に入っているわけですけれど

も、その設計の仕方が、見積もりが甘いんじゃないのかなというふうな気がするんです

が、この辺をもうちょっと精度を上げて、なるたけ追加で大きな変更の額が出ないよう

なそういうことをぜひやっていただきたいと思うんですが、その辺について何かあれば。 

○議長（小松則明君） 復興推進課長。 

〇復興推進課長（中野智洋君） 議員おっしゃるとおり、詳細設計の前の基本設計、こち

らのほうの精度がもっと高ければ、詳細設計をした後に大幅な変更という形にはならな

かったというふうに想定できるんですが、そもそも平成23年度に復興基本計画、こちら

を策定したときに、そのときには詳細設計も基本設計もないままの状態で概算の事業費

を算定しなければならないという状況にございました。その際には、擁壁がどうのとか、

のり面がどうのとかということではなくて、ヘクタール当たりおおよそこのぐらいの金

額であろうとかそういう概算の工事費で算定していたものですから、それから基本設計

に移行、詳細設計に移行といったことで、議員おっしゃるとおりそもそもの基本設計の

レベル、精度が高ければよかったのでしょうけれども、そこに至らなかったというのが

ちょっと反省点としてあろうかなというふうには思ってはおります。 

○議長（小松則明君） 復興局長。 

○復興局長（那須 智君） 議員のおっしゃるとおりでございます。ただ、議長がＣＭと

いうものに対してどうなのかというような話がございましたが、言ってみれば基本設計

なんかで復興計画の中で事業を最初に動かすというのが最初の目的で始めましたので、

そういう中でいえば大体の平米当たりの工事費みたいな部分で概算工事費を締結した中

で、要するに設計のない段階で、本来であれば基本設計をして詳細設計をして発注する

というのが本来の制度なんですが、今回は基本設計をした中で概算工事費で契約してし

まうと。その中で詳細設計をやっていくと、今回の場合さまざまな高低差みたいなもの

があって、今言ったような宅地ののり面をできるだけいわゆる引き渡しの相手方にいい
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形で渡したいというところもあって、そういう中で今思っていたよりも工事費がかさん

だというところが正直なところでございます。 

○議長（小松則明君） 東梅 守君。 

〇７番（東梅 守君） 今の説明のとおりだと思います。私もそれも十分承知して話して

いるんですが、やっぱりある程度基本設計をする段階で、恐らくその概算要求をすると

きには、本来であれば大きく見積もるのが本来なのではないのかなというふうな気がし

ます。ちょっとだから、23年にやったことですから、ここまで来る間にいろんな事情の

絡みがあって、工事費がどんどん高騰しているというのも十分承知しております。そん

な中でのことなのですが、やっぱりその辺、もうちょっと基本設計の段階でその概算要

求または予算を出すときに、もうちょっと精度を上げていただきたいなというところで

すので、ぜひよろしくお願いいたします。 

○議長（小松則明君） 芳賀 潤君。 

○13番（芳賀 潤君） 今のに関連してなんですけれども、事情は何度か説明を受けてわ

かっているつもりなんですけれども、結局そこに至るまでにやはり時間がかかるわけで

すよね。それで、やり直し、やり直し、現場施工しながら、私も現場を見ていますけれ

ども、ああここにこんな擁壁を立てないと水がとまらないんだとかというようなのは現

実的な問題です。ただ、それが住民レベルから話をさせていただくと、その基本設計に

基づいておおむねこのころに引き渡したいという計画も提示しながら、それで工事業者

さんの詳細を進めていって、そこにまた時間がかかると。施工に時間がかかる。それで、

掘ってみたら水が出るのでまたそこに時間がかかって延びているという現実があります

よね。 

  だから、今回のようなこんな大規模な工事というのは次はないとは思いますけれども、

いずれ行政のタイムテーブルで影響を受けるのは常に住民であるということを、認識を

ぜひしていただきたいというふうに思います。それで、不安があるのは、公が発注する

案件がこうやって高騰していくと、今後一般住宅を建てる人にも影響が出るんじゃない

かというところが心配です。相乗効果で相乗りみたいにして公共の単価が上がったら、

ここも上がったから、ハウスメーカーを意地悪に話をするわけじゃないけれども、何か

全ての値段が上がっていくような気がしてならないんですけれども、いずれ質問という

ことではなくて、そういうふうな位置づけに公のものはあるということを再認識をぜひ

していただきたいし、それを住民さんに説明するときにこれこれというふうな説明で住
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民はもう聞かざるを得ないというつらさもあるので、いま一度肝に銘じていただきたい

と思います。 

○議長（小松則明君） 阿部俊作君。 

○８番（阿部俊作君） 実は、私のところに工事のやり方についてちょっとおかしいんじ

ゃないかという問い合わせみたいなのが来ていましたのですけれども、私自身詳しく専

門家でないのでよくわからないので、今ちょっとその辺どうなのかなという検討をして

いたところなんです。ですから、こういう変更が出てきたので、どこがどうというのは

ちょっと私では言えませんけれども、何か九州のほうからそういう声が来たんですが、

そういうことで、やっぱり町のほうとしても工事の進め方、設計等をやっぱり精査しな

がら、きちんとした町民のためになるような方向で頑張ってほしいと思います。一言申

し添えます。 

○議長（小松則明君） 質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。（「なし」の声あり）討論を終結いたします。 

  これより議案第42号工事請負契約の締結についてを採決いたします。 

  本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

   （賛成者起立） 

○議長（小松則明君） 起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

 ―――――――――――――――――― ○ ――――――――――――――――――  

  追加日程第４ 議案第４３号 大槌町沢山地区集会所の管理を行う指定管理者の指 

                定について 

○議長（小松則明君） 追加日程第４、議案第43号大槌町沢山地区集会所の管理を行う指

定管理者の指定についてを議題といたします。 

  提案理由の説明が終了しておりますので、直ちに内容説明を求めます。総合政策部長。 

○総合政策部長（高橋新吾君） 議案第43号大槌町沢山地区集会所の管理を行う指定管理

者の指定について御説明申し上げます。 

  本議案はさきに議決いただきました大槌町集会所の設置及び管理に関する条例に定め

ております沢山地区集会所の指定管理者を指定しようとするものでございます。 

  次のページの別紙をお開き願います。 

  １の施設の概要でございますが、施設を管理させる目的は、住民の交流促進及びコミ
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ュニティーの形成を図るためでございます。 

  施設の名称は、大槌町沢山地区集会所。 

  位置は、大槌町大槌第23地割36番地２でございます。 

  施設の内容でございますが、構造及び面積につきましては、木造平屋建て140.78平方

メートルであり、大ホール、和室、調理室がそれぞれ１室となっております。なお、開

館時間は午前９時から午後10時までとし、休館日は不定休としております。 

  次に、２の指定する団体の概要でございますが、指定管理者の名称は沢山町内会、所

在地は大槌町大槌第23地割115番地76でございます。代表者は石井英雄。設立年月日は昭

和63年10月22日で、平成28年２月26日現在の会員数は172名となってございます。 

  次に、３の指定管理の期間でございますが、施設の開設に合わせまして平成28年４月

１日から平成31年３月31日までの３年間としてございます。 

  次に、４の指定管理者が行う業務の範囲についてでございますが、１として施設及び

附帯施設の利用促進、２つ目として施設の使用許可、３つ目として使用料等の収受、４

つ目として施設及び設備の維持管理、５つ目として施設の利用状況の報告でございます。 

  以上で説明を終わります。よろしく御審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小松則明君） 質疑に入ります。（「なし」の声あり）質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。（「なし」の声あり）討論を終結いたします。 

  これより議案第43号大槌町沢山地区集会所の管理を行う指定管理者の指定についてを

採決いたします。 

  本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

   （賛成者起立） 

○議長（小松則明君） 起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

 ―――――――――――――――――― ○ ――――――――――――――――――  

○議長（小松則明君） お諮りいたします。 

  本定例会の会議に託された議案は全て終了いたしました。会議規則第７条の規定によ

り、本日で閉会したいと思いますが、これに御異議ございませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

○議長（小松則明君） 異議がありませんので、本日で閉会することに決定いたしました。 

  ３月の定例会の閉会に当たりまして、一言御挨拶申し上げます。 
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  会期中は、議員各位の活発な御審議によりまして、本定例会に提出されました案件は

全て議了し、ここに閉会することができますことに、心からお礼申し上げます。 

  本定例会は、コミュニティ形成予算と名づけられた平成28年度の当初予算であります。

非常に重要な議会でございました。皆様方一人一人が本当に大槌町の未来を考え、さま

ざまな角度から議論を深めていただいたことは、必ずや復興の加速に、そして大槌町の

発展につながるものと信じております。 

  当局におかれましても、決議結果だけではなく、審議過程で出された意見、予算特別

委員会での審議意見など、十分認識、考慮され、今後の町政運営の格段の御尽力をいた

だき執行に当たられるよう望みます。 

  さて、国土交通省から割愛の人事で副町長の要職にあった大水さんは、復興を大きく

前進させる大きな原動力になっていただいたものであり、改めて感謝申し上げます。 

  また今席におられます土橋参与、阿部教育部長、中村監査委員室長におかれましては、

長年、本町の発展に御尽力いただき、無事に定年を迎えられます。長年の苦労に対し、

厚く感謝申し上げます。 

  また、本当に青木都市計画課長においては、神戸市役所退職後、阪神・淡路大震災で

の経験を大槌町の復興に傾注していただいたことに、厚く、厚く感謝申し上げます。 

  皆様には健康に十分注意され、今後も大槌町の発展の微にわたり細にわたり御指導い

ただければありがたく思います。 

  さて、議員各位におかれましては、引き続き町政進展のために御活躍されることを御

期待申し上げまして、閉会の御挨拶とさせていただきます。ありがとうございます。 

  これで、本日の会議を閉じます。 

  平成28年第１回大槌町議会定例会を閉会いたします。 

  大変御苦労さまでございました。 

             閉 会  午前１１時２９分 
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 上記平成２８年第１回定例会会議の次第は、書記の記載したものであるが、その内容の

正確であることを証するため、ここに署名する。 
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